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5歳児発達障害ス ク リー ニ ン グ質問票 の 妥当性の 検証
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　就学前に発達障害児 を早期発見す るた め の ッ
ール として 開発 され た、 5 歳児発 達障

害ス ク リ
ー

ニ ン グ質問票 （大六 ら ，
2006） の 妥当性の 検証 を行 っ た 。 担任教諭用 と保

護者用 の 質問票 を作成 し、つ くば市 内 の 年少 （2 年保育）園 児663名を対象に、担任

お よび保護者に 回答を求め た 。 質問票回収後 に保育観察を実施 し 、 得 られ た デ
ータ に

基づ き質問票の 項 目の 識別力を検証 し 、 識別 力の 乏 しい 担任 教諭用 2項 目、 保護者用

1 項 目を削 除 した 。 質問票 は
…定 の 信頼性 ・妥当性 を示 した 。 また、質問文 に対す る

解釈 を観察者 と保 育者で 一致 さ せ る た め 、さ ら に、観察の 指標 と して使用 する た め に、

質問文解釈 の 可能性の レ パ ー トリを列挙 し、これ を下位項 目とした 。 これ に よ り、幼

稚 園 を啓発 する 必要性が 明 らか に なる とともに 、場面 に よ り質問文の 解釈が 異な る た

め 、観察場面の 特定や プ ロ グ ラ ム 、保育方針等の ア セ ス メ ン トも必要で ある と考 え ら

れ た 。

キー ・
ワ
ー ド ：発達 障害　 5歳児　ス ク リ

ーニ ン グ 質問票　妥当性　保育観察

1 ．は じめに

　発達 障害 へ の支援 を主た る 目的 と した 5歳児

に対する健康診査 （以 下健 診）や 発達相談 は、

こ こ 2 〜 3 年で 全 国的 に広が っ て きて い る。

　 こ の よ うな 5 歳 児 に対 す る 健診 や 発達 相 談

は、主 に 幼稚 園 ・保 育園 に在園 中 に行われ る。

こ の 時 期 に健診 や 発 達相談を行 うこ とに よ り、

集団参加や 自己 統制、 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 困

難など、 3 歳児健診で は見 つ けに くい 問題 を就

学前 に発 見で き、就学 に 向けた支援 を行 うこ と

が可 能 に なる 。

　筑波大 学心 身障害学系で は平 成 16年度 よ り、

研究プ ロ ジ ェ ク ト 「イ ン ク ル
ー

シ ブ社会実現に

　 ＊ 筑波大学大学院教育研 究科障害児教育専攻

＊ ＊ 筑 波 大 学 大 学 院 人 間総 合 科 学 耕 究 科

＊ ＊ ＊ 植 草幼児 教 育 専 門学校

向けた包括的支援 シ ス テ ム 開発」の
一
環 と し て 、

特別 な教育的 ニ ー
ドを もつ 幼児の 追跡お よ び支

援 を行 っ て い る 。 対象 と なる 幼児 の 決定 に、 5

歳児健診 に準 じた シ ス テ ム を導入 して い る 。 す

なわち、協定を結 ん で い る つ くば市内の 幼稚園

を対象 とし、  幼稚園教諭お よび保護者 に よ る

発達障害ス ク リ ーニ ン グ 質問票へ の 回答 、   研

究 プロ ジ ェ ク トの メ ン バ ー
に よる保 育観 察 、  

困難 を示す園児 に 関す る 園へ の 助言 、  保 護者

へ の 相談サ
ービ ス と助言 、   大学相談室 等で の

継 続的支援、と い う流 れ を とる 。

　平成 16年度の 予備調査 に よ り、  で用 い る ス

ク リー ニ ン グ 質 問票 が作 成 され た （大 六 ら，

2006）。 こ れ はAD ／HD 、
　 LD 、

　 PDD の ス ク リ
ー

ニ ン グ テ ス ト等を参考に 作成 した もの で 、 保護

者用 17項 目、担 任教諭用 23項 目で あ り、「は い 」

「少 し」「い い え」の 3 件法で 回答す る もの で あ
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る 。 軽度知的障害や 学習障害 （以下 、LD ）の

検出力が 弱い こ と、お よび、質問文の 多義性が

課題 と して残 され た 。

　本研究 の 日的は 、 こ の 質問票の 妥 当性 を高 め

る こ とで ある 。 す な わち、大六 ら （2006）の 質

問項 目の
一一部 を入 れ替 える こ と に よ り、軽度知

的 障害や LD の 検出力 を 高め る 。 ま た 、大六 ら

で は調査対象は市街化 地域 の 5園 に 限 られ て い

た が 、こ れ を市内全域 の 16園 に増 や した 。 こ れ

に よ りサ ン プ リ ン グ の 妥当性を高め て 、各項 目

の 発 達障 害に 対す る 識別 力 を検討 す る 。 また 、

保護者 と担任教諭 の 回答 を比較 し、 それぞ れの

特徴や 、 どち ら か
一

方 の み の 調査 で も障害の 検

出が 可 能か どうか を検 討す る 。 さ らに、質 問文

が どの よ うに解釈 され得 る の か に つ い て調査す

る 。

皿．方　　法

　 1 ．対象児

　つ くば市 内の 16の 公 立幼稚 園 に在籍す る年少

（5 歳児） ク ラ ス 園児663名 。

　 2．回答者

　 h 記園児の 保護者お よび幼稚園担任教諭 。

　 3 ．質問項 目

　大六 ら （2006）で は 、担任教諭用質問票 は 23

項 目 、 保護 者用 質問票 は 17項 目で 構成 された 。

こ れに つ い て、
一

部の 表現 を修正 す る と ともに 、

下 記 の よ うに保護 者用 1 項 目、教諭用 2 項 目 を

差 し替 えて 実施 した．

　教諭用 で は 多動性、衝動性、不注意に 関す る

項 目が 11項 目と半数近 くを 占め て お り、
一

方、

LD に 関す る項 目が 4 項 目 と少 なか っ た 。 そ こ

で 、前者に属す る 「こ ち らの 質問が 終わ らな い

うち に答え て し ま うこ とが 多 い で す か 」「気が

散 りや す い です か」の 2 項 目を削除 し、 代 わ り

に後者 に属す る 「聞 き間違 い や 聞 き もら しが 多

い で す か （「知 っ た 」 を 「行 っ た」 と聞 き間違

え る な ど）」 （項 目 16）、 「こ と ば に つ ま っ て

『え〜
っ と』 な ど と言 っ た り、 『ひ ゅ

〜』 『ダ ダ

ダ』な どの 擬音や 身振 りを使 うこ とが 多い です

か 」 （項 目 20）の 2 項 目を追加 した 。 追加 した

2 項 目は い ずれ も予備調査 で 識別 力は あ っ た

が 、 介入 済み 、 要介入 、 要経過観察の 子 ど もで

「は い 」 と回 答 され る率が低 い た め に削 除 され

て い た もの で あ る 。

　保 護者 用質 問票 に つ い て は 、 「お 遊戯 に進ん

で 参加 し て 、友だ ちの や り方 を ま ね します か 」

を削除 した 。 こ れ は 、問題 の な い 子 ど もで も

「い い え」「少 し」 （つ ま りハ イ リ ス ク） と回答

される 率 が高 く、 また 、 保護者 に は普段 の 園生

活の 様子 は わか りに くい と考 えた か らで あ る 。

代わ りに 、「
一
緒 に遊 ぶ 時や お 話 をす る と き 、

あなた の 顔 を見 ますか 」 （項 目 2 ）を追加 した 。

そ の 理 由は 、  こ の 項 目の 識別力は有意 で は な

か っ た が 、 有意で は な い 項 目の 中で は最 も識 別

力 が高 い こ と 、   教諭用 で は有意 な識別 力が見

られ た こ と、  回答者が よ く読 ん で 回答 して い

る か ど うか を確認 で きる よ うにす るた め に は、

質問票 の 全 て を 「は い 」が ハ イ リ ス ク の 項 目と

す る の で は な く、「い い え」 が ハ イ リス ク に な

る項 目 をなるべ く多 く設定した い こ とで あ る。

　質問票の 回答形式 は 「は い 」「少 し」「い い え」

の 3 件 法 で あ っ た 。 教諭用 の 最初 の 2 項 目 、 保

護者用 の 最初の 3 項 目は 「い い え」 と回答 した

場合 に発 達障害ハ イ リ ス ク と考え られ る 項 目で

あ り、そ れ 以 外は 「は い 」 と回答 した場合 に ハ

イ リ ス ク と考え られ る項 目で あ る 。

　 質問 は A4 サ イズ 用紙 に両面 印刷 され 、 表紙

に は子 ど もの 氏名、年齢、所属園名、記入 日、

記 入者、相談希望 の 有無 の 記入欄 を設 けた 。氏

名の 記入 を求め た の は、保護者の 回答 と教諭の

回答 を比較 検討す るた め で あ る 。

　 Table 　 2に本研 究で 用 い た担任教 諭用 の 項 目

を、Table　3に保護者用の 項 目を示 した 。

　 4．倫理 的配慮

　 本研 究 は 、 筑波大学大学 院人 間総合科学研 究

科研究倫理 委員会の 審査 を経 て 実施 され た 。 質

問票 に は本研 究の 趣 旨説 明お よび 問い 合わせ 先

を明記 した 文書を添付 し、 また 、 同 じ内容 を園

に 対 し口頭 で も説明 した 。 趣 旨説明 に は 、 回答

は任意 で あ る こ と、提出後 も随時撤 回 ロ∫能で あ

る こ と、回 答 した くな い 問い に は記入 しな くて
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もよ い こ と を明記 した 。

　 5．手続 き

　 2005 年 11 月下 旬 に 各園 に 質 問票 を配布 し 、

2006年 1 月上旬 まで に 回収 した 。 保護者へ は 園

か ら配布 し て もら い
、 記入後は厳封 し て 園に提

出 し て もら い 、教 諭記 入の もの と
一

括 し て 園か

ら返送 して もら っ た 。 した が っ て 、 保護者 と担

任教諭 は互 い の 回答 を知 る こ とはで きな い 。

　 また、 3 〜 5 月に各幼稚園 を訪 問 し、教諭 へ

の 面談 、お よび全 園児 を対象と した保育場面観

察 を行 っ た 。 観 察は 主 と して 午 前 中 に 実施 し 、

朝の 集ま り （講話 ・出席 ・紙芝居 等）、自由遊

び場 面 （室 内 ・室外 の 両 方）、昼 食 時 を観 察 し

た 。 こ れに加 え 、

一部の 園で は課題場面が 設定

され て い た 。 観察の 視 点 は質問票 に基づ き、ま

た、教諭お よび保 護者 に よ る質問票回答の 妥当

性に つ い て 確認 を行 っ た 。

　教諭 へ の 面談、お よ び保護者 の 質 問票 へ の 記

入 に基づ き、  既に専門機関に よ る介入 を受け

て い る者 （介入済 み） を特 定した 。 また 、 観察

に基づ き、   介入 を要 する と考 え られる者 （要

介入 ）、  経過 観察が 必要 と考え られ る者 （要

経過観察） を特定 した 。 こ の 際、（1）知的障害、

発 達障 害 な どの 発 達 の 問題 と、（2〕養 育 の 問題

（maltreatment ） を区別 した 。

　 こ の 観察結果 と質 問票 の 結果 を照合 す る こ と

に よ り、 質問項 目の 識 別力 を検討 す る こ とがで

きる 。

皿．結　　果

　 1．質問票 の 回収率

　対象児 663名中 、 担任 教諭 よ り662名分 （回収

率99．8％ ）、保護者よ り371名分 （回収Ut56．0％ ）

の 回答が あ っ た 。 8 名は転居 また は観察 日の 欠

席 に よ り保育 場面観察が 実施で きなか っ たが 、

うち 2 名は他機関の 介入 を受けて い る こ とか ら

介入済 み と して 分析 の 対象 と し、 残 る 6 名は 分

析 の 対象か ら除外 した 。 また 、 重度の 発 達の 遅

れ に よ りこ の 質問票に 回答 しに くく無回答の 多

か っ た 1名 を分析の 対象か ら除外 した 。

　そ の 結果、分析の 対象は 656名 （教諭655，保

護者367） とな っ た 。

　 2 ．保育場面 観察

　観察の 結 果 、 介入済み お よび要介入 の 者は 計

28名 （分析対象 全体 の 4，3％）、 要経 過観察 の 者

は 59名 （同9。0％）で あ っ た 。 内訳 を Table　 1

に示 した 。 介入 済み で あ る か どうか は教 諭へ の

面談お よ び保護者の 質問票 で調べ た が、筆者 ら

の 観察で も障害 を有す る こ とが確認 された 。

　す で に診 断や 他の 専門機関の 介入 を受 けて い

る 16名は 、PDD な い し自閉症 が 9 名、軽度知

的障害 2 名 、 発 達遅滞 と構 音障害が各 1 名 で あ

っ た 。 残 り 3名 の 診断お よ び療育理 由は不 明で

あ っ た 。

　介入 が必 要で ある と考 えられ た 12名は、ア ス

ペ ル ガ
ー症候群 な い し自閉症が 疑われ た 子 ども

が 4 名、軽度知 的障害が 2 名 、 中等 度の 知的障

害 、 LD 、 言語 発達 遅滞 が疑 わ れ た子 ど もが各

1名で あ っ た 。 養育 問題 の 疑 い で介 入が必要 と

考え られ た の は 1 名で あ り、残 り2 名は 分類不

能で あ っ た。

　経 過観察が 必 要 と考 えられ た 59名は 、 PDD

ない し自閉症 の 疑 い が 6 名 、AD ／HD の 疑 い が

14名 、 LD の 疑 い が 3 名、軽度知的 障害の疑 い

丁able 　1 保育場面観察 の 結果，何 ら か の 困難があ る と 考 え られた園児 の 内訳

発達 の 問題
　 　 　 　 　 　発達 お よ び

養育の 問題　　　 　　　　　　 　　　 計
　　　 　　　養育 の 問題

すで に 診 断または介人 を受 け て い るもの

直ち に 介入 が必要 で あ る と 考 え ら れ る も の

経過観察が必要で ある と考えられ る もの

16 〔 4 ）　 　 0

9 （　3 ）　　 1 （1 ）

38（ 6 ）　 8（4 ）

0　　 　　 16 （ 4 ）

2　　 　　 12 （ 4 ｝

13 （6　）　　　59 （16 ｝

計 63 （13 ）　　 9 （5 ） 15 （6　）　　　87 （24 ）

（ ）内 は 女児の 数，（ ） の つ い て い ない 数字 は男 女計
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が 11名 、 言語発達遅滞 と構音障害の 疑 い が 各 2

名 で あ っ た 。 養育 の 問題が 疑 わ れ た の は 8 名で

あ り、 残 り13名 は分類不能 な い し 「何 か気 に な

る」 と い っ た 程度の 者で あ っ た 。

　 3．識別 力 に基づ く項目の選択お よび基 準変

　 　　更

　介入 済み お よ び要介入 の 28名 を困難 あ り群、

観察時に問題 が認 め られ なか っ た 569名 の うち

質問票 回答時に は 問題が あ っ て その 後 改善 した

と い う報告 の あ っ た 10名を 除 く559名 を 困難な

し群 とし 、 それ ぞ れに つ い て ハ イリス ク に分類

され た者 の 割合を求め た もの が 、 Table　 2 お よ

び Table 　 3 で あ る 。 大 六 ら （2006）で は、項 目

に よ っ て 「少 し」をハ イ リ ス ク に含め るか の 基

準が 異 な っ て お り、 表 中の 太字 の 数字 は大六 ら

の 基 準 に従 っ た もの で ある 。 識別力 を検討す る

た め に 、SPSS13．OJを用 い て 群 問の 差の 直接確

率 （両側検定）を求め、Table　 2、　 Table　 3 に

有意水準に応 じて 「鬥 「
＊ ＊

」 「
＊

」 の記 号で 示 し

た 。

　 　（1） 担任教諭用 ：Table 　 2 は担任 教諭 の 回

答で あ る 。 困難あ り群 28名、困難 な し群 558名

で あ っ た 。 最初 の 2 項 目は 「い い え」 と答えた

場合 に 発達 障害ハ イ リ ス ク と考え られ る項 目で

あ り、残 りの 21項 目は 「は い 」と答えた 場合に

ハ イ リ ス ク と考 えられ る項 目で あ る 。 また 、 大

六 ら （2006）に したが い 、 1 、 4 、 7 、 9 、 10、

11 、 12、15、17、 19、21の 11項 目 に つ い て は

「少 し」 と い う回答 もハ イ リ ス ク に 含め た。新

たに追加 した項 目ユ6、 項目20、 お よ び 、 識別力

の 低 い 項 目に つ い て は、「少 し」 をハ イ リ ス ク

に含 め な い 場合 と含 め る場合の 両方 の割合 を掲

載 した 。

　 大半 の 項 目に お い て 0．1％水準で 群 間差が 有

意 で あ り、 高 い 識 別力が 証明 され た 。 新規項 目

で あ る項 目16、項 目20 に つ い て も、「少 し」 を

ハ イ リ ス ク に含 め る か 否か に か か わ らず0．1％

水準で 有意で あ っ た 。 これ らの 項 H に つ い て は 、

LD 児 の 見 落 と しを少 な くす る た め に 「少 し」

もハ イ リ ス クに含め る こ とに し、該当する而群

の 割合 を表中に 枠で 囲 ん で 示 した。

　
一

方 、 項 目13 「よ く物 をな くしますか」 は 困

難あ り群 の 検 出率 がや や低 く、「少 し」 をハ イ

リス ク に含め て もあ ま り改 善 され な か っ た 。 罹

き忘れ と紛 失の どち ら を意図す る の か わか りに

くい と い う回答者の 意見が あ っ た こ とか ら、識

別力 を改善す る た め に は表 現 を修正 す る必要が

ある と考 え られる 。 ただ し、他 に十分 な数の 項

目が ある こ とか ら、本研 究で は こ の 項 目を削除

す る こ とに した 。

　 項 目22に つ い て は 群 間 差 は有 意 で は な く、

「少 し」 を ハ イ リ ス ク に含め る と 5 ％ 水準で 有

意 とな っ た。識別力が低 い こ とか ら、こ の 項 目

は削除す る こ とに した 。

　 　（2） 保護者用 ：Table　 3 は保護者の 回答 で

あ り、困難あ り群 は 20名、困難 な し群 は 312名

で あ っ た。最初 の 3 項 目 は 「い い え」 と答えた

場合に発達障害 ハ イ リ ス ク と考え られ る項 目で

あ り、 残 りの 14項 目は 「は い 」 と答えた 場合 に

ハ イ リス ク と考 え られ る項 目で あ る 。 また 、 大

六 ら （2006）に したが い 、 1、 3 、 6、10、11、

13、15、16、17の 9 項 目に つ い て は 「少 し」 と

い う回答 もハ イリス ク に含 め た 。 新 た に 追加 し

た項 目 2 、お よ び、識別力 の 低 い 項 目に つ い て

は、「少 し」 をハ イリ ス ク に含 め な い 場 合 と含

め る場合 の 両方の 割合 を掲載した 。

　 大半の 項 目に お い て 0．1％水準 で群 問差が 有

意 で あ っ た 。 新 規項 目の 項 目 2 「
一

緒 に 遊 ぶ 時

やお 話 をす る と き、あ な た の 顔 を見 ますか 」は、

「少 し」 をハ イリ ス ク に 含め た場 合 の み 5 ％水

準で有意で あ っ た 。 識別力が 低 い た め 、 こ の 項

目は削 除す る こ とに した 。

　 項 目 6 に つ い て は、「少 し」 をハ イ リ ス ク に

含め る大六 ら （2006）の 基準を用 い る と群 問差

が有意 で な く、こ れ は表現 を婉曲な もの に修正

した た め と考 え られ た 。 「少 し」 を含め な い と

有意 にな る こ とか ら、基準を変更す る こ とに し

た 。

　項 目14は 5 ％水準で 有意で あ り識別力は低 か

っ たが 、 識 別力 を高め る ため に 「少 し」 をハ イ

リ ス クに含め る と困難あ り群が 45％ ハ イ リス ク

に な る こ とか ら、基準 を変更す る こ とに した 。
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Table　2　担任用 質問票に おけ る ハ イ リ ス ク の 率お よ び識別力

No 担任用質問項 目

「少 し」 をハ イ 1丿ス ク 　　「少 し」 を ハ イ リ ス ク

に 含まない 　 　 　 　 　 に含 む

困 難　 　困 難

な し　 　あ り

困 難 　　困 難

な し　 あ り

1　 仲 の よい 友達が い ます か．

2　 テ レ ビの ヒ ーロ
ー

や ヒ ロ イ ン
， 悪役などに な りきっ て 遊 ん

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　．02
　　 だ り， また

，
ま ま ご と で 役 に な りき っ て 遊 ん だ りし ます か ．

．32 ホゆ掌

．07 ．68　　
＃＊

3

4rD

ハ
D78

9

Ol11

234ー
　

ユ

　

ー

5
ρ
D11

17

18

19

20

1222

23

自分 の や り方や 順番に こ だ わ り，変更 を ひ ど く嫌が っ た こ

と が あ りま すか．（例 ：電 車や バ ス で必 ず 同 じ席 に座 る，道

順 に こ だ わ る 等）

動 作 や 身振 りが 不 器 用 で ，ぎ こ ち な い こ とが あ ります か．

きち ん と して い な け れ ば な ら な い と きに ， よ く席を離 れ た

り走 り回 っ た りし ます か．

落 ち 着 きが な い で すか ．

順番 を待つ こ とが難 しい で すか．

他 の 人 が して い る こ と を さ え ぎっ た り，邪魔 した りす る こ

と が多い で すか．

幼稚園で は み ん なか ら離 れ て
一

人で い る こ とが多い で すか．

（例 ：教室 に い ない ，行事 に参加 しない など）

一
つ の 遊 びが 長続 きせ ず，次 々 と遊 び を 変えますか．

目 の 前 で 話 しか け て い る の に，聞 い て い な い よ うに 見 え る

こ と が よ くあ りますか．

作業を最後まで や り遂 げない こ とが 多 い で すか ．

よ く物 を なくし ます か．［削除］

注 意 さ れ た こ とが 守 れ ず，何 度 も同 じこ と を く り返 し ます

か．

こ とばの 発達が遅い で すか．

聞 き 間違 い や 聞 き も ら しが多い で す か．（「知 っ た」 を 「行

っ た 」 と聞 き 間違 える な ど）

「○○ しな さ い 」 と指示 さ れ て も，理解 で きない こ とが 多

い で す か，

ふ だ ん は 聞き取 れ る の に ，み ん なが い る 場面 で は 聞き取れ

な い と い うこ とが よ くあ りま すか．

会話 に なりに くい で すか．（例 ：
一

方的 に し ゃ べ る，相手 の

話 を 理 解 で きな い ，耜手の 話題 と は 関 係 な い こ と を話 す な

ど）

こ とば につ ま っ て 「え
〜

っ と」 な ど と行 っ た り，「ひ ゅ
〜

」

「ダ ダ ダ」 な どの 擬音や 身振 りを使 うこ とが多い で す か，

そ の 子 の 言 い た い こ とは相手 に伝 わ りに くい で す か ．

幼稚 園 に な か なか 慣 れ ず，固 まっ て し ま っ た り， 泣 き叫ん

だ りす る こ とが 長 く続 き ま した か．［削除］

パ ニ ッ ク や か ん し ゃ くを よ く起 こ し ますか．

．Ol

．02

，02

．01

．01

．01

．00

．36

．64

．46

．21

．11

．50

．32

＃1

象■喰

＊申i

＊累申

＊寧

＊＊＊

．06

．04

．04

．06

．03

．04

．07

．04

．61　 　
＊“

．61　 　
辮

．54 　 　
＊＊＊

．61　 　
鰰

．71　　
楙

．68　 　
楙

．18

．68　　
堆鱒

寧＃ ．03 ．46ill

．00

．OO

．03

．01

．29

．29

．07

．21

ホホ串

＊噛＊

＊率1

．04

．03

．71　 　
“＊“

．75 　 　
半料

匚
…

．04

．07

．82 　 　
＊＊1

．21

N 558 28

項 目 1 〜2 は 「い い え」が ハ イ リス ク，項 目 3 以 降 は 「は い 」 が ハ イ リ ス ク．　 　　
’“’

　p 〈 ．OO1 ＋’
　p ＜ ，Ol　

’
p ＜ ，05

太字 は 大 六 ら （2006） に 従 っ て 困 難 あ りな し を分 類 した 場合 の 割合．口 内は 本 研 究 で 決 定 した 分 類 に基 づ く割合．
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Table　3　保護者用 質問票に おけ るハ イ リス クの 率お よび識別力

No 質問項 目

「少 し」をハ イ リス ク　　「少 し」 をハ イ リス ク

に含 ま な い 　　 　　 　　に 含む

困難　　困難

な し　　あ り

困 難　　困 難

な し　　あ り

12

3

仲 の よ い 友達が い ます か。
一

緒 に 遊ぶ 時や お 話 をす る と き，あ な た の 顔 を 見ますか．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．02
［削除］

み ん なで ル ール の あ る 遊 び （か くれ ん ぼ ，お に ご っ こ ） な

どをす る と き，ル
ー

ル に 従 うこ とが で きます か．

，05

．07

，06

．11

．65　 　
＊ホ串

，20　 　
＊

．70 　 　
辮

4

5

6

7

8

　

O1

9　

11

12

34

凸

ll

15

ρ
D711

自分 の や り方や 順 番 に こ だ わ り，変 更 を ひ ど く嫌が っ た こ

とが あ りますか ．（例 ：電車 や バ ス で 必ず同 じ席 に 座 る，道

順 に こ だ わ る 等）

他 の 子どもは 興味を持 た ない もの に 熱中 した こ とが あ りま

す か．（例 ：住居表示，時 刻 表 な ど）

人 を 困 らせ た り怒 らせ た りす る よ うな こ と を配 慮 しない で

言 っ て しまうこ とが よ くありますか ．

同 じ こ とを同 じ言い 方 で しつ こ い くらい くり返 した こ と，

また は ，相手に くり返 し言 わせ た こ とが あ りま し た か．

きち ん と して い な け れ ば な らな い と き に，よ く席 を 離 れ た

り走 り回 っ た りします か．

落ち着きがな い で すか．

順 番を待 つ こ とが 難 しい で す か．

他 の 人 が して い る こ と を さ え ぎ っ た り，邪 魔 し た りす る こ

とが 多 い で す か．

目の 前 で 話 し か けて い る の に，聞い て い な い よ うに 見 え る

こ とが よ くあ り ます か．

こ と ば の 発 達 が 遅 い で すか ．

聞き間違 い や 聞き漏 らしが 多 い で すか．（例 ：「知 っ た」 を

「行 っ た 」 と 聞 き問違 え る な ど）

「○○ しな さ い 」 と指 示 さ れ て も，理 解 で き な い こ とが 多

い で す か．

お 子様 の 言い た い こ とは 相手 に伝 わ りに くい で す か．

こ と ば の 使 い 方が 気 に な りますか ，（例 ；助詞 「て ，に，を，

は 」の 使 い 方 が し ば しば 問違 っ て い る な ど）

．05

．06

．45

．35

回
．05

．01

．04

．02

．03

．30

．40

．30

．25

．15

亭串＊

卵1申

申＊

察累i

＊承累

P37

，13

．22

．05

．45

．50 　 　
ホ’＊

．65　　
＊“＊

．65 　 　
辮

巨i＝丕］
＊＊

．06

．13

．17

．65 　 　
＃1

．75

．60 　 　
巾＊＊

N 312 20

項 卩 1 〜3 は 「い い え」がハ イ リ ス ク ，項 目 3 以降は 「は い 」が ハ イ リス ク ．　　 　
ew

　p〈．OOI “
p〈．Ol ＊

p〈．05

太字 は 大 六 ら （2006＞ に 従 っ て 困難あ りな し を分類 し た場 合 の 割合 ，口 内 は本研 究 で 決 定 した 分類 に 基 づ く割合．

項 目 6 お よび 14に つ い て は 、 変更後 の 基準に基

づ く両群 の 割合 を表中に枠で 囲ん で示 した 。

　 4 ．発達障害 ・知的障害の検出力

　 こ の 質問票 は尺 度化 して 用 い る わ けで は な い

が 、
ハ イ リス ク とな っ た項 目の 数 に よ っ て 障害

が識別 で きるか ど うか に つ い て 検討す る 。

　 まず項 目 の 等質性 を確認する ため に ク ロ ン バ

ッ ク の ア ル フ ァ 係数 を求 め た と こ ろ 、 高 い 信 頼

性 が 得 られ た 。 担 任用 質問 票 で は 21項 目 、

N ；655 で a ＝．916 、保 護者 用 で は 16項 目、

N ＝ 367 で α r828 で あ っ た。

　次 に 、
ハ イ リス ク とな っ た項 目数 の 相対度 数

分 布 を Fig，1、　 Fig．2に 示 した 。 担 任 教 諭用

（Fig，1）で は、困難あ り群の 1 名が ハ イ リ ス
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80
　
70605040

　
30

相
対
度
数

20
　
10
　
00

十 困難あ り N＝28
−・

■
・・

困 難 な し N＝558
十 要経過観 察　N＝59

01234567891011121314i5161718192021

　 　 　 　 　 　 　 　 項 目数

Fig．1　担任回答に よ る相対度数分布

50

　 ■

40

碍・・

籤、。
頃

10

齟■← 一困難 あ り N＝20
・・

■
．

困難 な し N＝313
−一

★
r−一

要経 過観 察 N ＝33

00

　 〔｝ 12345678910111213141516

　 　 　 　 　 　 　 　 　 項 目数

Fig．2　保護者回答に よ る 相対度数分布

ク項 目数 O で あ っ たが 、 他 は 3項 目以 上 ハ イ リ

ス ク とな っ た 。一
方、困難な し群で は 91．6％ が

ハ イリス ク項 目数 2 以下で あ っ た 。 したが っ て 、

ハ イ リ ス ク 項 目数 3 以 上 が 障害 の
一

つ の 目安 と

考 えて よ い 。 た だ し、要経過観 察群 で は 47．5％

が ハ イリ ス ク項 目数 2以下 で あ っ た こ と、上記

の よ うに困難あ り群で も 1 名が ハ イ リ ス ク項 目

数 0 で あ っ た こ とを考える と、こ れ ら の 子 ど も

の 様子 をふ まえて 新た な項 目を追加す る 必 要が

あ る 。 例 えば 困難あ り群の 子 ど もは 、 聴覚過敏

や それ によるパ ニ ッ クがあ っ た 。 また、要経過

観察 群 で は 項 目数 0 が 17名お り、そ の 特徴 は 、

養育不全 に よ る と見られ る生活の 乱れ 4 、多動

4 、 動作緩慢 2 、 描 画の 遅れ 4 、 軽微 なこ だ わ

り 2 、

一
人遊 び と大人 び た こ とば 1 で あ っ た 。

　保護者用 （Fig．2）で は、困難あ り群 で は

84％ が 4 項 目以 上で あ っ た が 、 0 項 目が 1 名、

1 項 目が 3 名で あ っ た 。

一
方、困難 な し群で は

80．5％ が項 目数 2 以下 で あ っ た 。 教 諭用 同様 、

ハ イ リ ス ク項 目数 3 以上 を目安 とす る な らば 、

困難 あ り群で 2以下 の 者 が 4 名 お り、また 、 要

経過観察群で も44 ％ が 2 以 下で あ る こ とか ら、

や は り新 た な項 目を追加 する 必要 があ る と考 え

られ る 。 例 えば困難 あ り群 で 2以下 の 4 名は そ

れ ぞ れ 、集団参加困難、特異 な友だ ち 関係 、養

育不全 に よ る と見 られ る 行動 の 乱 れ 、母子癒着

を示 した 。 また 、 要経過観察 で あるがハ イリス

ク項 目が 0 で あ っ た 6名の 特徴は、落 ち着 きの

な さ 2 、軽微な構音障害 と吃音、一
人遊 び と大

人 び た こ とば 、 能力 不相応 な運動 、 軽微 な こ だ

わ り各 1 で あ っ た 。

　 5 ．保護者 と担任教諭の 判断の
一

致度

　 担任教諭用 の 質問票 と保 護者用 とで は、ll項

目が共通 して い る 。 担任教 諭用の項 目1、 3、 5、

6、7、8、ll、15、 16、 17、21 と、保護者用 の

項 目1、　4、　8、　9、　10、　11、　12、　13、　14、　15、　16

で あ る 。 教諭 と保護者の 認 識の
一

致度を調べ る

ため に、両者 が照合 可能 な 336名分 の デ
ータ を

用 い て
一致 率 を調 べ た 。 そ の 結 果、一致率 は

76．8〜94．0％ （平均 86．8％）で あ り、担任教諭 と

保護者の 回答は ほ ぼ
…

致 して い る とい える 。

　 ただ し、 保護者 の 方がハ イ リス ク 回答 の 多 い

傾 向が 見 られた 。 こ れは 、 保 護者の 回答 に お い

て 「少 し」 とい う回答が多か っ たた めで あ る。

保護者は教諭に比 べ 、自分 の 子 ど もを他児と比

較 す る機会が少 ない こ とか ら、 質問項 目を客観

的 に解 釈 しに くく、
バ ー

ナ ム 効果 に よっ て 自分

の f どもに 当て は まる よ うに感 じや すい 可能性

が 考え られ る 。

　次に 、子 ど もが 抱 える 困難の 程度の 認 識 が
一

致 して い るか ど うか を調べ る た め、保護者用 と

担任用 とで ハ イ リス ク と された項 目数の 相関係

数 を求めた とこ ろ 、 rr58 （N ＝336，　p ＜ ．OOI） と

い うや や 強 い 相関 が得 られ た 。 こ の こ とか ら、

保護者 と担任教 諭 にお ける 困難 の 程 度 の 認識 は

ある程度
一

致 して い る と考 えられ る 。

　 同様 の 主 旨で 、 介入 済み 、 お よび要介入 の 子

ど もに つ い て 、
ハ イ リ ス ク とされ た 項 目数を担

任教 諭、保護者そ れ ぞ れ に つ い て 調 べ 、Table

4 の ク ロ ス 表に示 した 。 既 に述 べ た よ うに、介

入 済み 、お よび要介入 の 了
一
ど もの 合 計は28名で

あ っ た が 、こ の うち担任教 諭 と保護者の 両方か
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Table　4　困難を持つ 了 ど もにお け る 保 護者 と担任教 諭 の ハ イ リス ク項 目数の 比 較

保護者 ハ イ リス ク項 目数

0 1 4 6 7 8 9 10 11 12 14　 　 15

0

3

　 発達
4

問題

程 ・

藷 ・

？ 7

旦・・

這 、3

最、4

構音障害
（診断確定）

AS

　 　 　 　 　 AS

　 AS
（診断確定）

　　　 　発達問題

　　　 　 （介入済）

15

発達 ＋

養膏問題

自閉症

　 PDD
（診断確定）

LD

軽度 MR
（診断確定）

言語発達 発達 問題

　 遅滞　　（介入済）

　自閉症
（診断確定）

16

1819

自閉症 ＋

養育問題

　　　 　　　 発達 問題
　　　 　　　 （介入 済）
軽度　　AS
MR 　（介人 済）

発 達遅滞
（診断確定）

（ ） は 診断確定 ない し介入 済み を示す 。 診断確定 と書 かれ て い な い 者 は介人 の み 。

（ ） の な い もの は、本研究で 要介入 と判断され た者 。

ら回答が あ っ た もの は 20名で あ っ た。

　全体 的に 見 れば 、 保 護者が多 くの 問題 を感 じ

て い る ほ ど、教諭 も多 くの 問題 を感 じ る 傾 向が

ある。 また、保護 者、教諭 と もに 問題 に気 づ い

て い な い 者は い ない 。 しか し、保護者な い し教

諭の い ずれ か
一

方 の ハ イ リス ク 項 目数が 低 い 事

例 が何 名か見 られた 。

　教諭 の ハ イ リ ス ク項 目が 0 で 、保護者が 6 項

日で あ っ た、ア ス ペ ル ガー症候群が疑 われ る者

は、実 際に は担任 教諭 よ り相談希望 が 出 され て

い た。 こ の 子 ど もは風 や 機械音に敏感で、強風

の 日に は パ ニ ッ ク を起 こ す と い うこ と で あ っ た

が 、 質問票 には こ の ような感覚過敏 を問 う項 目

は な か っ た。

　
・
方、教諭の 回答で 6 〜 7 項 目が ハ イ リス ク

に な っ て い る に もか か わ らず保護者 が 1項 目の

みで あ っ た 2 事例 は 、 母子 の 癒着や 保護者 の 養

育不足 など、い ずれ も養育の 問題が 関係 して お

り、保 護者 の 過干渉や 、子 ど もに対する 問題意

識 の 不足が質問票に 反映され た と考 えられ る 。

　ハ イ リ ス ク項 目数が 教諭 で 4 、保護者で 0 で

あ っ た 、 発 達の 問題が 疑 わ れる子 ど もは 、 集 団

参加 を嫌が る こ とが 課題 とな っ て お り、 こ れ は

家庭 で は と らえに くい 問題 と考 え られた 。 また、

ハ イ リ ス ク項 目数が 教 諭 で 15、保護者で 1 の 、

自閉症 が 疑 われ る子 ど もも、 やは り集団活動で

の 1・ラ ブ ル が課題 とな っ て お り、 や は り家庭 で

は と らえに くい と考 え られた 。 た だ し こ の 子 ど

もは指 示理解 の 困難 も示 して お り、保護 者 の 発

達障害に 関する 問題 意識 の不足 もあ る と考え ら

れ る。こ の 問題意識 の 不足 は 、自分 の 子 ど もと

他児 を比較 で きる機会 が少な い こ とが影響 して

い る可 能性 が考え られ る 。

　以 Eよ り、集団場面 を観察 で きる担任教 諭の

方が 、 子 ど もの 困難に 気づ く可能性は 高い とい

える 。 しか し、担任教諭 が気 づ い て い ない 問題

に保 護者が気 づ い て い る とい うこ ともあ っ た 。

また 、教諭に比 べ 保護者の ハ イ リ ス ク項 目が 少

な い 場 合、保護者 の 問題 意識 の 不足 で あ る可能

性が ある 。 さ らに 、 現行 の 質問項 目で は 、 感覚
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過敏等 、 と らえきれ て い ない 問題が ある こ とが

明 らか に な っ た 。 これ ら の こ と をふ ま える と 、

ス ク リーニ ン グ 質問票は 、 や は り教 諭 、 保護者

の 両方に 回答 し て もらうこ とが有効 と考 え られ

た 。

　 6 ．各項目 に対す る下位項 目の作成

　識別力の 項 で 述 べ た よ うに 、 削除 され た教諭

用の 項 目13は多義 的で あ っ た 。 こ の 項 目に限 ら

ず
一般的 に 質問文 は 多義的 に な りやすい もの で

あ り、それ ゆ え人に よ り異な る解釈に基づ い て

回答する可能性 が ある。特に発達障害に 関する

質問票の 場合、た とえば質問者 は 自閉症 を想定

して 「自分の や り方や順番 に こだ わ ります か」

と質 問 した と して も 、 保 護者や 教諭 は負けず嫌

い で 自己主 張 の 強 い 子 どもを想 定 し て 回答 して

しま うとい うこ とが 起 こ り得る。

　そ こで 本研究で は担任教諭用 質問票の 各項 目

につ い て 、質問文が実際 に どの よ うに解釈 され

たの かを教諭 か ら聴取 した り、 あ る い は 、 教諭

が どの よ うに解釈 した の か を、教諭の 回答 と子

ど もの 様子 の 比較か ら保育場 面観察者が推定 し

た りした 。各項 目に 対 す る 理 解 の レ パ
ー

ト リ を

Table 　5の 下位項 目欄 に まとめ た 。

　表で は 、 質問が意 図 した通 りの 解釈 を○ 、 意

図 した もの で はな い 解釈 を × で 表 した 。 た とえ

ば、項 目 1 の c 「常に特定他児 の 後を追 い
， そ

の 子 の 言 うとお りに した り， 真似 を した りす る。

自分か らそ の 子や 他児 に働 きか け る こ とは ほ と

ん ど ない 。 」 や 、項 目 2 の c 「ご っ こ 遊 び の 内

容 や 台詞が 毎回 同 じで あ り，
パ タ

ーン 化 して い

る 。 他児の 演技 に応 じる こ と よ りもパ ター ン の

維 持が優先 して い る 。 」 等 は発達 障 害が疑 われ

る 行動で あ る が 、 教諭は通常の 友だち関係や ご

っ こ遊 び で あ る と判断 して い た 。 また 、項 凵 3

以 降に つ い て は 、定型発達で も見られ る 行動が

い くつ か ハ イ リス ク と判断 され て い た （x の 項

目）。

　また 、い くつ か の 質問項 目は 場面 に よ り異な

る行動 とな っ て 表れ て い た 。 た とえば、項 目 3

の や り方や順番 へ の こ だわ りは、行事、日常の

場面 の 切 り替わ り、 食 事、自由遊 び 、 集団ゲ ー

ム 等 に よ っ て 、 異 なる行動 と し て 表れた 。 した

が っ て 、 正確 な回答 を求め る ために は 、場面を

特定す る必 要が あ る 。 そ こで ， 本郷 ら （2003 ；

2006）、中田 ら （1999）、栃木県今市市 （2004）、

栃木県 日光市 （2006）を参考に 、各下位項 目 の

行動 が ど の よ うな場面で 見 られる か を表巾に記

した 。

N ．考　　察

　本研 究で は 5 歳児発達障害ス ク リーニ ン グ質

問票の 妥当性 を検証 した 。 担任教諭用 で は 識 別

力の 低 い 2 項 目を削除 して 21項 目と し、 保護者

用 で は 1項 目を削除 して 16項 目としたが 、 聴覚

過敏 や大 人びた言葉遣 い な どの項 目を追加する

必要性 も考え られ た。また 、質問項 目の 解釈 の

多様性に つ い て 検討した 。

　 1 ．本研究 に おけるサ ン プリン グの 妥 当性

　 まず、本研究の 標本集団が ス ク リ
ー

ニ ン グ 質

問票 を作成す るた め の よ き標本で ある か ど うか

の 検討が 必要 で ある 。

　 本研 究 で は 、 介 入済 み お よび 要 介入 の 者 が

4．3％ 、 要経過 観察 の 者 が9．0％ と い う結 果で あ

っ た 。 2002年の 「通常の 学級 に在 籍する特別な

教育的支援を必要 とする児童生徒 に関する全国

実態 調査」 で は特別な ニ ー ズ を持 つ 子 ど もは

6．3％ で あ り ， 特殊学級や 養護学校 の 児 童 を合

わせ る と約 7 ％ で あ っ た 。本研 究にお ける 介入

済 みお よ び要 介入 4．3％ と い う数字 は 7 ％ よ り

もや や 少 な い が、対象が 幼稚園児で あ り、学習

障害が ま だ顕 在化 して い ない こ と を考 える と 、

妥当 な数字 と考 え られる 。

　 また 、 栃木県今市市 （現 日光市）の 平成17年

度の 健診で は 、   すで に保健セ ン ターの 個 別相

談 や 医療 機 関 ・療育機 関 を 利 用 し て い る 者

4．6％ 、   個別 相談 ・医療 機 関 ・療 育機 関の 利

用が 必要 で あ る と考 え られ る者 9．6％ 、  集団

生活上 不適応 は 見 られ な い が発達 上 の 問題が 疑

わ れ る者が 263％ と い う結果 で あ っ た （栃 木県

日光市 ， 2006）。 こ の うち  は本研 究の 介入 済

み とほ ぼ 同義で ある が、  に つ い て は 発達上 の

問題が 疑 われ る た め 二 次健診 や 言語聴覚十、心
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Table　5　担任教諭用 質問票の 下位項目 （そ の 1）

質問項 目 下 位項 目　〔実際 の 行 動 ）
質問の意図

との
．一

致
観 察 さ札得 る 場 面

1 仲 の よい 友 達が い ますか ， a
一

般的な意味で 仲の よい 友だ ちが い る．
b 常に 特定他 児の 後 を追 い ，そ の 了

一
の 言 うとお りに した り，真似 を した

　 りする ．自分 か らそ の 子や 他児 に働 きか け る こ とは ほ と ん どない ．
c 他児か ら誘 わ れ れ ば つ い て い くが ，誘われ な けれ ば

一
人 の 世 界に 入 り，

　 自分 か ら他児 を誘 うこ と は な く，他児 と関 わ ろ うとい う意 思が 見 られ

　 ない ．
d 特 定 の 他児 に よ く働 きか ける が，働 きか け方が パ タ

ー
ン化 し て い た り，

　 や りと りが長 続 きせ ず断片 的 で あ ワ た りする ．

Oxx

X

全般，自由遊 び

全般，臼由遊び

全般，臼山遊び

全 般，自由遊 び

2 テ レ ビ の ヒ ーロ
ー

や ヒ ロ イ ン，a
−．．
般 的 な意味 で ご っ こ 遊 び が で きる ，

　悪 役な どに な りき っ て 遊 ん だ 　b 恥 ず か しが っ て 役 に な りきれ ない が ，．．一
応 演 じ よ うと し て い る ，

　り，また，まま ご とで 役 に な　c ご っ こ 遊 び の 内容 や 台詞 が 毎 回同 じ で あ り，パ タ ーン化 し て い る ．他

　り きっ て 遊 んだ りします か．　　 児 の 演 技 に 応 じる こ と よ りもパ タ ーン の 維持が 優先 し て い る，
　　　　　　　　　　　　　　 d 他児 に混 じ っ て ご っ こ 遊 び の 場 に い る が ，役 を演 じて い る わ けで は な

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い ．

OO

×

×

自 山遊 び

自由遊 び

自由遊 び

自 由遊 び

3 自分の や り方 や 順 番に こ だ わ

　 り，変 更 を ひ ど く嫌 が っ た こ

　 とがあ ります か．〔例 ：電車 や

　バ ス で 必 ず 同 じ席 に座 る，道

　順 に こ だ わ る等 ）

a い つ も と違 うプ ロ グ ラ ム （行事 な ど） に な る と混 乱 した り不安 定に な

　 っ た りす る．
b 場 面が 切 り替 わ っ た と きにそ れ につ い て い けず，不安 定

・
不機 嫌 に な

　 った り．前 の こ と をや り続 け た りす る ．例 え ば 自由遊 び か ら課 題 場面

　 に切 り替 わ っ た ときな ど．
c 極端 な偏食 が あ る （決 ま っ た もの しか食べ ない ，食事で パ ニ ッ クを起

　 こ して 食べ ない 等 ）

d ゲーム 等 で 自分 の 思 い 通 りに な らな か っ た り，一一
番 で なか っ た りす る

　 と，著 し く不機嫌 に な っ た り，パ ニ ッ クに な っ た りす る．
e 大将 的 ない し親分 nJyで 自己 主張 が 強 く，他 児 を自分 に 従 わせ よ う とす

　 る ．

○

○

○

○

X

行事．イ ベ ン ト

場面が 切 り替わ る と

き （自由遊 びか ら課

題場面に 移る と き等｝

食事

自由遊 び ，集団 ゲ ー
ム ，課題 場面

自由遊 び

4 動作や 身ぶ りが 不 器用 で ，ぎ a はさみ や 筆 記具 の 持 ち 方が ぎこ ち な く，他児 と比べ て 切 っ た り描 い た

こ ち ない こ とが あ ります か． 　 りす るス キ ル が低 い ．練 習 して もあ ま り改善 が 見 られ な い ．
b 折 り紙 で ，角 と角 を合 わせ た り，し っ か りと折 り目 をつ ける こ とがで

　 きない 、あ るい は，積 木等 を ま っ す ぐに積 む ス キ ル が，他 児 と比べ て

　 低 い ．
c ボタ ン を とめ るこ と が で きな い ．
d 利 き手が 定 ま らない ．
e 食事 中，ス プ

ー
ン や は しの 持 ち．ノfが ぎ こ ち な く，他 児 と 比 べ て食 べ こ

　 ぼ しや 口の 周 囲 の 汚 れ が 目立 つ ，そ れは 落 ち着 きの なさ に よ る もの と

　 はい い きれ ない ，
f 三 輪車 を こ い で 進 む こ とが で きない ．
g 走 り方が ぎこ ちな い ．走 る 姿 勢が 不 自然 で ，た とえばお 腹 が前 に 出 て

　 い た りす る．
h バ ラ ン ス を維 持 す る の が難 し く，よ く転 ぶ ．
i 同 じ姿 勢 を保 つ こ とが 難 しい ．
」 は さみ や 筆記 具，ス プーン ，は しの 持 ち方 が ぎこ ち なか っ たが，少 し

　 教 え た らす ぐに 上 手 に な っ た．（家庭 で の 指 導 の 不 足 に よ る経 験 不足 ｝

○

○

○

○

○

00

○

○

×

自由遊 び ，課 題場 面

（製作，　描画 ）

自山遊 び，課 題場 面

〔製作 ）

着替え

全般

食事

自 由遊 び

自 由遊 び，運 動，遊

戯

全 般

全 般

自 由遊 び，課題 場面

〔製作，描画 ），食 事

5 きちん と し て い な けれ ば な ら

　ない と きに ，よ く席を離 れ た

　 り走 り回 っ た りし ますか ，

a ど うい う状 況 か ，ど うすべ きか の 理 解が 乏 しい た め ．興 味 をひ く事物

　 が あ る と，そ ち ら へ 行 っ て し ま う．
b ど うい う状 況か ，ど うすべ きか は 理解 して い る が ，興味 を ひ く事物が

　 ある と，思 わ ずそ ち らへ 行 っ て し ま う．
c 他児 や 大 人の 動 きへ の 関心 が 乏 し く，集合 の 含 図 に 反応 せ ず，別行 動

　 し続 け る ．
d 他児や 大 人 の 動 き，集 合の 合図に は気 づ い て い る が，自分 の や りた い

　 こ とをや り続 け，集 ま っ て こ ない ．
e 食事が 終 わ っ て い ない の に 立 ち歩 く，
f 集 団か ら離 れ た他 児 に 同 調 し て ．・緒 に 集 団か ら離 れ る ．

○

○

○

o

○
○

集 団行 動

集 団 行動

集 合

集 合

食 事
集 団行 動

5 落 ち着 きが ない で すか，

7 順番 を待つ こ とが 難 しい で す

　か．

u 集 団場 面 で 集 団 とは異な る 動作 や 行 動 が ロ立 つ ，
b 他 児が 着 席 して い る と きに 離席 して 動 き回 る こ とが 多い ．
c 着席時，ある い は 並 ん で い る と き等に ，他 児 以 Eに モ ゾモ ゾ動 い た り，
　 よ そ 見 し た りし て い る ，
d 遊 びの 途 中で 次の 遊び に 移 り，次々 と遊 び を変 え る ．
e む や み に走 り回 っ た り，大声 で 騒 い だ りす る こ とが 多い ．
f 集団か ら離れ て 一人 で み ん な と は 違 うこ と をする こ とが 多い ．
g 相手の 話や 質 問 を 最 後まで 聞 か ず に 答 え る こ とが 多い ．
h 落ち着 きの ない 他児に 便乗 し て 一緒 に 騒 ぐこ とが 多い ．

a 順番 を待つ と い うこ と が理 解 で きな い ，
b 順 番 を待っ と い うこ と は理解 して い る よ うだ が ，実際 に は 待っ こ と が

　 で きず，衝 動 的 に 順 番 を抜 か して しまう．
c
一

番 に こ だわ り，一番 で な い と 著 し く混 乱 した りパ ニ ッ ク にな っ た り

　 す る ．
d 大将 的 ない し親分 的 で

一
番 を主 張 し，他 の 子 を従 わせ る，

○

○

○

OQOOxOOox

集 団行 動

課題場面，食 事
集 団行動．課 題場面，
食事

自山遊び

全般

全般

全般

全 般

般

般

全

全

全般

全般

一 84 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

5 歳 児発 達障害 ス ク リーニ ン グ 質 問票 の 妥 当性 の 検 証

Table　5　担任教諭用 質問票 の 下位 項 目 （そ の 2 ）

質 閾項 目 ド位項 日 （実 際 の 行 動〕
質問の意図

との 歎
観 察 され得 る 場面

8 他 の 人が して い る こ とを さえ

　ぎ っ た り，邪 魔 した りす る こ

　 とが多 い で す か．

9 幼稚 園で はみ ん なか ら離 れて

　
一

人 で い るこ とが多 い で す か，
　 （例 1 教室 に い ない ，行 事 に

参加 し な い な ど）

1〔H つ の 遊 び が 長続 きせ ず，次
々 と遊 び を変 え ますか ．

a 大 入 の 会話 や 作 業 に し ば しば 割 り込 ん で 自分の 用件を 話 し ，注 意 して

　 も なか なか 止 め なか っ た り，同 じ よ うなこ と を頻 繁 に 繰 り返 した りす

　 る ．
b 周 りの 人 へ の 意 識が 乏 しい た め ，マ イ ペ ー

ス で や っ て い るこ と が しば

　 し ば 結果 的 に 他の 人 の 邪 魔 に な っ て い る．
c 自分が 気に して い る 物に 他 者が taftる と，状 況 にか か わ らず取 り返 そ

　 うとす る ．
d 自分が 気に して い る 話題 で 他者 が 会話 を始 め ると，口 をは さむ．
e 大 人 の 会話 や 作 業 に 割 り込 ん で 自分 の 用 件 を話 す こ とはあ るが，注 意

　 す れ ば や め る ．
f 人 将的 ない し親 分的 で，他児 を 自分 に従 わせ よう とす る．

a 集 団の 中 に い る と混乱 す る こ とが多 く，集 団 か らRitft．て ．．．．
人 に な ろ う

　 とす る こ とが 多 い ．
b 興 味 を引 くもの があ る とそ ち らへ 行 っ て し まい ，結果 的 に

一
人 に なる ．

c 仲 間 に 入 りた そ うな素 振 りは．見せ るが，内気 で きっ か けが つ か め ない ．
d 一

人 遊 び を好 む．ま た は，大 人 と遊 ん だ り会話 した りす るの を好 む．

a
一

つ の 遊び を し て い る 途中 で 他の 遊 び に 興 味が 移 り，前の 遊 び を途 屮

　 で 放置 した ま ま 次の 遊 び を 始め る こ とが 多い ，
b 感覚遊 び を好み ，短時間 で 玩 具 を 次々 と変 え る ．
c 個々 の 遊び の 時間は 短い が ，途中で や め て い る わ けで は な く，内容 的

　 に は 完結 し て い る ．

o

○

○

OxX

○

oX

×

oOx

自由遊 び

自由遊 び

自由遊 び

自山遊 び

自由遊 び

自由遊び

自由遊 び ，課題 場面，
集団行動

自由遊 び ，課題 場面 ，
集 団行 動

自由遊 び

A 由遊 び

自由遊 び

自 由遊 び

自 由遊 び

11日の 前で 話 し か けて い る の に ，
　聞い て い ない よ うに 見 え る こ

　と が よ くあ ります か ．

12作業 を最 後 まで や り遂 げ ない

こ とが多 い で す か．

a 人 へ の 関心 が 乏 し く，目の 前で 声 をか けて も反応 が 乏 しい （目を合 わ

　 せ ない ，あ い さつ を返 さない ，表 情 を変 え ない 等 ）．質 問 して も応答 が

　 ない ．は に か む 様子 もな い ．
b 人の 話 を 聞 い て い る と き，相 づ ちや視 線 等 の 反 応が 乏 し く，う わ の 空

　 で 聞 い て い な い よ う に 見 え る ．
c 叱 られ て い る の に表 情 を変 えな い ，あ るい は笑 っ てい る，
d 内向的 で ，は に か ん で ，反 応 が小 さい ．

a 作 業 の 途 中 で 他 の 物 に興 味 を引か れ て 注 意 がそ れ，や っ て い た作 業 を

　 途 中 で放 置 して他 の 活動 に移 る こ とが しば しば あ る．
b 作 業 が納得 の い く出来 映 えに な らず，途 中 で投 げ 出す こ とが しば しば

　 ある．
c 食事 が終 わ っ て い ない の に 席 を離 れ た り，食 事以 外 の こ とを始 め て し

　 ま っ た りす る こ とが しば しば あ る ，
d 苦 手 で や りた くない 作 業 をや らされ，途 中で パ ニ ッ ク を起 こ す．
e で きない 作 業 はす ぐに あ き らめ て 止 め て し ま う．
f 不 器用 等 に よ り作 業 ペ ース が著 し く遅 く，時 間内 に ゃ り遂げ る こ とが

　 で きない ．

o

○

O
×

o

○

○

OOO

全般

全 般

股

般

全

全

自山遊 び，課 題場 面

（製作，描画 ）

課題場面 （製作，描 画）

食事

自由遊 び ，課題 場 面

課題 場 面

課題 場 面，食事

1駐 意 され た こ とが 守 れず，何

　度 も同 じこ とを くり返 し ます

　か．

a 何 につ い て 注 意 され たの か理 解 で き ない ．
b ち ょ っ かい を出す （邪 魔 した り嫌が る こ と をした りす る ） こ とに よ り

　 他児 の 注 意 を引 くとい う形 で しか他 児 と関 わ る こ とが で きな い で の ，
　 注意 して も同 じ関 わ り方 を繰 り返す．
c 確 かめ て み る と，注 意 され た こ とを覚 えて い ない ．
d 確 か め て み る と注 意 され た こ とは覚 えて い る が，思わ ず （衝 動 的 に）
　 同 じこ とを繰 り返 す．
e ち ょ っ か い を出 して 他 児 の 注 意 を引 くこ とが 多 い が，相手 が 辟 易す る

　 ほ どで はな い ．

OO

OOx

全般

全般 （特 に 自山遊 び ）

股

般

全

全

全 般 （特 に 自由遊 び ）

15こ とば の 発達 が 遅 い で すか． a こ とばが まだ 出て い ない ．
b 他 児 と比 べ 語彙 が少 ない ，
c 発 音 が不 明 瞭 で 聞 き取 りづ らい ．
d 他 児 と比 べ 発 音が未 熟 に 感 じ られ る．た とえば，発 音 で きな い 音 が 多

　 か っ た り，単 語 中 の 音の 脱 落，音 の 置 き換 え （ラ イオ ン を 「ダ イオ ン 」，
　 靴 を 「くち ゅ 」 等 ），音 の 歪 み （か行 の 側 音化 等 ）が多か っ た りする ．
e 構文 が未 熟に 感 じ られ る ．た とえば，一文が 1 〜2 文節 と短か っ た り，
　 動 作 主 を後 で 言 っ た り，接続助詞 ・接続詞 の 使用が 見 られ な か っ た り，
　 助 訶 ・助 動詞 の 誤用 が 顕 著だ っ た りす る ．
f 他児 と比 べ 発話量 が 明 らか に少 な く，意思表示 が 乏 し い ．何 か を相 手

　 に 伝え よ うとする 意思 が あ ま り感 じ られ な い ．

OOOO

○

o

般

般

般
般

全

全

全

全

全般

全般

1繝 き間違 い や 聞 きも らしが多

　い で す か ．（例 ：「知 っ た」 を

　 「行 っ た一と聞 き間違 える な

　ど）

a 指 示 が理解 で きない た め ，指示通 りの 行動が で き な い ．
b 遊 び や 作業 に 夢 中 に な る と，声か け や 集合 の 合 図 が あ って も気づ か ず，
　 反 応 しな い とい うこ とが 頻 繁に あ る ．
c 会話中，聞 き返 しが 多い ．
d 質問に 対 し 見 当外 れ な 回 答 を し た り，指示 に 対 し 見当外れ な 言動を し

　 た りする こ とが 多 く，調 べ て み る と聞 き間 違 い や 聞 きも ら しが あ る ．
e 相 手 の 話 を正 確に 聞 き取 っ て い る が ，誤解 や 思 い 込 み が 多い ．

OQOOo 課題 場 面，集 団行 動

全 般

コ話絵般全

般全

全般
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石 川有美 ・大六一志 ・
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・園 山繁樹 ・
宮本 信 也 ・野 呂 文行 ・多 田昌代 ・岡崎 慎治 ・東原 文子 ・竹 田

一
則 ・柿澤敏文

Table　5　担任教 諭用質問票 の 下位項 冂　（そ の 3 ）

質問 項 日 ド位 項 H　（実 際の 行動 ）
質問の 意図
　　　　　 観察 さ れ得 る 場面
との

．
敷

17 「OO し な さい 」 と指示 され

　て も理 解で きない こ とが多 い

　で す か ．

a 言語 発 達 に遅 れが あ るた め ，こ とば だ けで は 指示が 理解 で きな い （指

　 示が 理解 で きる レ ベ ル まで 発 達 して い ない ），手を取 っ た り体 の 向 きを

　 変 えた りして 援 助 す る必要 が あ る．
b 作 業 の 手 順等 を

一
度 で 理解 す る こ と がで きな い ．

c 遊 び や作 業 に夢 中 に なる と，声 か けや集 合 の 合 図が あ っ て も気づ か ず，
　 反応 しない とい うこ とが頻 繁 にあ る．
d 話 し千 に集 中で きず，ヒの 空 で ポ

ー
ッ として い る ．

e
一

応 指示 通 りに動 くが，他 児 の 様 子 を見 な が ら ワ ン テ ン ポ 遅 れ て 動 く

　 の で ，指示 を理 解 して 動 い て い るの で は な く，周 囲 の様子 を見 て 動 い

　 て い る ようだ．
f わ ざ と指示 に従 わ な い こ とで 大 人の 注意 を引 こ うとす る ．
g の ん び りと した性 格 で ，す ぐに は実 行 しな い の で ，指示 を理解 で きな

　 い よ うな印象 を 与え る．

○

○

○

OO

⊂
X

全 般

課題場面

全般

全 般
課 題 場面，集 団行動

般

般

全

全

18ふ だ ん は 聞 き取れ る の に ，み

　ん なが い る 場面 で は聞 き取 れ

　な い とい うこ とが よ くあ りま

　す か．

19会話 に な りに くい で す か．
　 （例 ： ・方的に し ゃ べ る ，相

　手の 話 を理 解で きない ，相手

　の 話題 と は 関係 な い こ とを 話

　す な ど）

a 個別 に 指示 す れ ば理解 で きるが，一
斉場 面 に な る と他 の こ と に気 を と

　 られ て 先生 の 話 に 集 中で きない ．
b 一

斉 措 示 で は手 順 を理 解 で きず，個 別 に指 示す る必要 が あ る．
c 個別 に 指示 す れ ば理解 で きるが，一斉場 面に な る と他 児 とお しゃ べ り

　 等 して しまい ．先 生 の 話 に 集 中で きな い ．

a こ とば が まだ 出て い ない ，あ るい は，言 語 発達 に遅 れが あ り，会話 と

　 呼べ る ほ どに は 話せ ない ．
b 発 自

：
が 不 明瞭で 聞 き取 りづ らい ．理 解で きる 人が 限 られ て い る ．

c 相手の 質問に 答 えず，急 に 別 の 話題 を始 め た り，別 の こ とをや り始 め

　 た り，去 っ た りする こ とが し ば し ばあ る ．質 問が わ か らな い とい う意

　 思表示は ない ．
d 口 を挟め ない ほ ど 早 口 で 話 し，会話 が

一
方 的 に な りがち で あ る ．

e 自分の 興 味が あ る 話題 を
．
方的 に 話すの で ，相 手 の 話 と しば しばか み

　 合 わ な い ．
f 相手 が 自分の 興 味 な い 話 題 をす る と，黙 っ て しま っ た り，去 っ て しま

　 っ た りす る ．
g 自分 の 質 問や 要求 を一方 的 に 話 し，相手 の 応 答 には あ ま り関心 を示 さ

　 な い ．（「何 で 時計 し て い る の ？1 「お腹 す い た．「お 絵 か きヤ ダ」 等）

h まだ 日 本語 を習得 して い ない ．
i 内気 なの で ，大人や 初 対 面の 人 が話 しか け る と，はずか しが っ て 返 答

　 し ない ．

QOx

oOO

○

○

o

○

X

×

集団行動 （
一

斉 指示 ｝

集団行動，課題 場 面

集 団行動，課 題場 面

全般

全 般

全 般 〔会話 ）

全 般 〔会話 〉

全 般 （会話 〉

全 般 （会 話 ）

全 般 〔会話 ）

全 般 （会話 ）

全 般 〔会話 ）

20こ と ば に っ ま っ て 「え一
っ と」 a 言 い た い こ とば が す ん な F〕と出ず，ま わ り くどい 表 現 や 代 名 詞 （「あ剃

　な ど と 言 っ た り，
厂
ひ LO・一一」　　 　 「そ れ 」等），擬 音語，擬態 語，身振 りが多い ．

　 「ダ ダ ダ 」 な どの 擬音や 身振 b 緊張す る と ども っ た り、こ とばが 出 な くな っ た りす る．
　 りを 使 うこ と が 多い で すか ．

．o

×

全 般 （発話 場 面）

全 般 （発 話場 面）

2］そ の 干 の 言 い た い こ とは 相手

　に 伝 わ りに くい で すか ．

23パ ニ ッ ク やか ん し ゃ くを よ く

　起 こ します か ．

a こ とばが まだ 出 て い な い ．
b 他児 と比 べ 発 話量 が 明 らか に 少 な く，意思 表示が 乏 しい ．何か を相 手

　 に伝 え よ うとする 意思 が あ ま り感 じ られ ない ．
c 発音が 不 明暸で 聞 き 取 りづ ら い ．理 解で きる 入が 限 られ て い る ．
d 構文が 未熟で 伝 わ りに くい ，た とえ ば，助 詞 ・助 動詞 ・接続詞の 誤用

　 が 顕 著だ っ た りす る ．
e 言い た い こ とば が す ん な りと 出ず，ま わ りくどい 表 現 や 代名詞 〔「あれ 」

　 「そ れ 」等〕t 擬 音語，擬 態語，身振 りが 多い ．
f 自分 の 興 味が あ る 話題，あ る い は脈絡の な い こ とを

一
方的 に 話す．確

　 認 の た め 相手が 質問 して も，適切 な返 答が あ る こ と は 少 ない ．
g 人 が 聞 い て 分 か る よ うに 説 明 す る こ と が で き な い ．他児 と 比 べ て 説 明

　 する 力が 低い ．
h 内気で 声が 小 さい の で ，相手が 聞 き取 りづ ら い ．

a ゲ ーム 等で 臼分 の 思 い 通 りに な ら な か っ た り，一番で な か っ た りす る

　 と ，著 し く不 機嫌 に な っ た り，パ ニ ッ ク に な っ た りする ．
b 苦手で や りた くない 作業 を や ら さ れ ，途 中で パ ニ ッ ク を起 こす，
c 偏食が あ り，苦 手 な もの を強制 させ る と パ ニ ソ ク を 起 こ す．
d 注 意 され る と激 しい 攻撃 性 や 自傷 を示 す．
e 予告 な くス ケ ジ ュ

ール が変 更 され る と 大騒 ぎす る ．
f 集団の 申に い る と混 乱 す る こ とが 多 い ．奇声 を ヒげた り，大騒 ぎを し

　 た りす る ．
g 大 将的 ない し親 分的 で 自己主 張が 強 く，他児 を 自分に 従 わ せ よ うと し，
　 思 い 通 りに ならない と すねる ．

○

○

○

○

ooo

×

○

QOOOOx

全 般

全 般

全 般 （発 話場 面）
全 般 （発 話場面）

全 般 （発 話場面 ）

全 般 （発話場面 ）

全 般 〔発 話場面）

全 般 （発話場面 ）

全 般

課題場面

食事

全 般

全 般

全般

全般 〔特 に 自由遊 び ）
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5 歳 児発 達障害ス ク リ
ー

ニ ン グ 質 問 票 の 妥当性 の 検証

理士 に よる個別相 談 を勧 め る と い うこ とで、本

研究に お ける要介入 お よび 要経過観察 を合 わせ

た もの に近 い と考 え られ る 。 本研 究 の 介入済 み

は 2．4％で 今市 市 よ り少 な口で あ るが 、 要 介入 、

要経過観察ま で 含め た 13．3％ と い う数 字 は 、 今

市市の 14．3％ に 近 い 。以 上 の こ とか ら、本研 究

の 標本 は 、 発 達障害に つ い て 検討す る に は 妥当

な標本 で ある と考 え られる 。

　 2．軽度知的障害 、LD、養 育問題の検 出力

　 予備調査 （大 六 ら，2006）で は、軽度知的障

害、LD 、養育問題 に つ い て 質問票 の 検出力が

弱 い とい う課題 が あ っ た 。こ れ に つ い て は 、依

然 と し て 同 じ問題が 残 る結果 とな っ た 。

　 軽度 知的障害 に つ い て は 、 本研 究 で も要経過

観察者の 中に、担任教諭の ハ イ リス ク項 目数が

1 以下 の 者 が 2 名存在 した 。 教 諭の 項 目数 が 0

で あ っ た者は 、 実際 に は離席や被転導性、描 画

の 未熟 が見 られた 。 また、項 目数が 1 で あ っ た

者 は 、実際 には
一斉 指示で は理解で きず、教諭

の 個別援助で行動 して い た 。一
斉指示が 理 解で

きない こ とが見落 と された 点 に つ い て は 、 教諭

の 知的障害 に関 す る知識 の 不足 と考え られ る 。

一
方、離席や 被転導性が見落とされ た点に つ い

て は、教諭 の 認識 の 問題だけで な く、自由遊 び

時間の 多 い プ ロ グ ラ ム や 園の 保育方針等に よる

可能性 も考え られ る 。 した が っ て 、ス ク リ
ー

ニ

ン グ の 精度 を上 げる に は 、 教諭 に対 す る知 的障

害 、 発達障害 の 解説 、 お よび 、 プ ロ グ ラ ム お よ

び保 育方針等 の ア セ ス メ ン トが必 要 と考 え られ

る 。また、描画の 未熟 に つ い て は、後述 する

LD で も観察 され て い る こ と か ら 、 質問項 目を

追加 す るこ とが望 ま しい 。

　 LD に つ い て は 、基 本的 に は多 くの 問題 が 就

学後に顕 在化す る と考え られ る こ とか ら、現段

階 で は 保育観察後 もLD が 疑 わ れ．た 子 ど もは 4

名 と少 な く、 追跡調査 に よ っ て 検 討す る必要が

あ る 。 こ の うち 3名 （要介入 1名 、 要 経過観察

2名） は描 画の 未熟 さ を示 して い た こ とか ら、

こ の 項 目を追加する こ とに よ りLD の 検出力が

高ま るか ど うか 、今後検討する必 要が ある。

　本研 究 の ス ク リーニ ン グ 質問票 は養育問題 の

検出 を意図 して 作 られ た もの で は ない た め 、 養

育問題 を検 出す るた めの 質問項 目は含 まれ て い

な い 。 しか し 、 養育の み の 問題 と考え られ た 9

名の うち 、 6 名にお い て 教諭の ハ イ リス ク項 凵

数は 3 以 上 で あ り、 発達 障害 と共通 の 困難 を示

す子 ども も少 な くな い こ と が 確認 され た 。 発 達

障害検 出の 精度 を向上 させ る ため に は、質問票

．ltで 発 達問題か、養育 問題 か をあ る程 度識別で

きる こ とが 望 ま し い と考え られ る。 9 名の うち

4 名 にお い て 、不規則 な 生活 に よ る遅刻 や 、食

生活 ・服 装の 乱れ等が 指摘 された こ とか ら 、 こ

うした 質問項 目を追加す れ ば 、養育問題 の 検出

も可能 に なる と考え られ る 。

　以上 よ り、軽度 知的 障害、LD 、養育問題 の

検出力 を高め る ため に、描画 や 身だ し なみ等 に

関す る質問項 目の 追加 、 園へ の 啓発活動 、 プ ロ

グ ラ ム や保育方針等の ア セ ス メ ン トが必 要 と考

え られる 。

　 3．回答者 に よ る 質問解釈の 多様性

　Table　 5で も示 した よ うに 、本研 究で は 回答

者 が質 問 に対 して 多様 な解釈 をす る こ とが明 ら

か に な っ た 。 特 に発達障害の 行動特徴 に関する

質問項 目で は 、わ れ われ が 意図しな い 解釈に基

づ い て 回答 され た り、逆 に意 図 した行動が存在

する の に気づ か れ な か っ た りした。

　 こ の こ とか ら、質問項 目の 意図 を正 し く理 解

し て もら うた め に 、 幼稚 園に対 して 質 問票 や発

達障害 に つ い て 解 説 を行 う必要があ る と考え ら

れる 。 また、質問項 目が適切 に理解された とし

て も、や は り各質問項日は多様な行動 を含む こ

とか ら 、 ス ク リーニ ン グか ら精査 ア セ ス メ ン ト

に進む に あた っ て は 、 Table　 5の うちの どの 行

動が 見 られ た の か を確認す る必 要が あ る 。 した

が っ て 、Table　 5 の 下位項 目リス トは 、 教諭 と

の 面談や 保育場面観 察の ツ ール と して も使用す

る こ とが可能 で あ り、また 、使用 す る必要が あ

る と考え られ る 。

　 4 ．時間の 経過に よる問題 の改善

　本研究で は質問票実施か ら観察実施 まで、 3

カ月か ら半年の 間が あ っ た。そ の た め、質問票

に は複数の ハ イ リ ス ク項 目が あ っ た が 、観察時
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石 川有美
・
大六一志 ・長 崎　勤 ・園 山繁樹 ・宮本信也 ・野呂文行 ・多 田 昌代

・
岡崎慎治 ・東 原 文子 ・竹 田・一則 ・柿 澤 敏文

に は改善 して い た とい う者 が 10名存在 した 。改

善 した項目は、教 諭 の 項 目15、 16、 17、 19、 21

な ど言語 に関する項 目が 多 く、 他 に友だち （項

目 1 ）、 不 器用 さ （項 目 4 ）、話 し手 へ の 注 目

（項 目11）で あ っ た 。 幼 児期 の 言語発 達の ペ ー

ス は速 く、幼稚園の 同 じ学年で は 4 月生 まれ の

子 と 3 月生 まれ の 子で 約 1 年 の 生活年齢差 があ

る こ とか ら 、 同 じ学年の 中で も言語の 発達水準

に は差 があ る と考 え られ る 。 したが っ て 、これ

らの 項 目に つ い て は 、 その 子 ど もの 生活年齢 な

ど も考慮に入 れ なが ら 、 経過 を見 る必要が ある 。

また 、下位項 目に よ っ て は改善 しな い 可能性が

あ る の で 、 下位項 目の 経過の 検討が 今後の 課題

で ある 。

　 5．今後の 課題

　すで に述 べ た よ うに、い くつ か の 質問項 目の

追加 と削除 、 幼稚 園 へ の 啓蒙活動 、 プ ロ グ ラ ム

や 保育方針等の ア セ ス メ ン ト、下 位項 目 の 経過

の 検討 が今後 の 課題 と考 え られ た 。

　 こ の うち下位項 目に つ い て は 、 本研究 で は 各

質 問項 目に対 す る 解釈 の レ パ ー トリ と して 列挙

した に 止 ま る。 したが っ て 、今後 は 下位項 日に

つ い て 、 保 育観察や 聴取の デ ータを収集 し、検

証 し て い く必 要が ある 。

　 また、こ の 下位 項 目は、専 門家 と保育者 が共

通 の 視 点で子 ど もの 発達 を見守 る ため の ッ
ール

として も活用 可能で あ る と考え られ、本研 究の

プ ロ ジ ェ ク ト終了後 も、保育者等に よ っ て 活用

され る 可能性が広 が る と考え られ る 。 幼稚園 ・

保育 園の 現状 で は 、 保 育者が障害児教育 に関す

る知識 や技術 を習 得す る機会が少 な い ため （園

山
・
由岐中，2000）、こ の よ うな質問票 と下 位

項 目の 存在 は 意義が あ る と考え られ る 。 した が

っ て 、 その よ うな使用 に耐 える よ うな表現 や構

成 の 工 夫 も必要 とな っ て くる で あろ う。
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Validity of  Developmental Disorders Screening Questionnaire For  Five-years-olds

Yumi  ISHIKAWA,  Hitoshi DAIROKU,  Tsutomu  NAGASAKI,  Shigeki SONOYAMA,

   Shinya MIYAMOTO,  Fumiyuki NORO,  Masaye  TADA,  Shing'i OKAZAKI,

   Fumiko  HIGASHIBARA,  Kazunori  TAKEDA  and  Toshibumi KAKIZAWA

  We  tested  the validity ofa  screening  questiorrriaire for use  with  five-year-old children,  The  question-

naire  was  deyeloped fbr early  detection of  developmental disorders (Dairoku et al., 2006). There were

23 items fbr homeroom  teachers and  17 items for parents. 648 kindergarten children  in Tsukuba  City

were  surveyed  with  these  two  questionnaires. From  observing  these  children  and  interviewing their

teachers in nursery  school,  87 of  the children  were  found  or  suspected  to have developmental or child

care  problems. The discrimination power ofeach  item ofthese  questionnaires was  tested by coniparing

the answers  about  children  with and  without  these problems. Eventually, 2 items for teachers and  1

item for parents were  deleted. Both questionnaires showed  suffic{ently  high reliability and  validity.

Since questionnaire iterns were  subject  to various  interpretations, some  intcrpretations of  each  item

were  listed as  subitems.  It thus  became  clear  that kindergarten teachers must  be enlightened  in this

regard,  Moreover,  since  different situations  can  lead to different interpretatiens of  a  given item, it is

necessary  to speeify  the situation in which  the behavior was  observed,  and  to assess  specific nursing

programs  or the goals efthe  kindergarten.

Key  Words: developmental disorders, five-year-olds, screening  questionnaire, validity, observation  in

         kindergarten
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